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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能（140ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （154 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


基本的な操作 （166 ページ） 

電源の 0 N や〇 FF の方法、およびフロッピーディスクや CD - R 〇 M のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （175 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (217 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

■ J セットとクリア （248 ページ） 

システムのリセット方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 

RAID システムのコンフイグレーシヨン （252 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 


〇 NL-5 1 〇 _ 〇 18.01 -El20b 1 -000-02-1 008 
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各部の名称と機能 


本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


3.5 型八ードディスクドライブモデル 
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2.5 型八ードディスクドライブモデル 
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(1) POWER ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する （150 ペー 
ジ)。 

(2) DISK アクセスランプ（緑色/アンバー色） 

内蔵のハードディスクドライブや光ディスクドラ 
イプにアクセス時に緑色に点灯する。 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵ハード 
ディスクドライブのうち、いずれが1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
る （152 ページ)。 

(3) ACT / LINK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （152 ページ)。 

(4) UID (ユニッ ND ) ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
する （152 ページ)。 

(5) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （150 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(6) VGA ポートコネクタ 

VGA ポートを持つ装置と接続する卜161ペー 
ジ)。 

(7) US 巳コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （—161 ページ)。 

(8) リセットスイッチ 

押すとリセットを実行する。通常は使用しない。 


(9) UID (ユニッ ND ) スイッチ 

UID ランプを〇 N / OFF にするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もろ一度押 
すと消灯する（—152ページ)。 

(10) POWER スイッチ 

電源を〇 N /0 FF するスイッチト166、167ベー 
ジ）。 一度押すと POWER ランプが点灯し、〇 N の 
状態になる。もう一度押すと電源を〇 FF にする 
(ランプは消灯する）。4秒以上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
〇 S では、スリープスイッチとして使用すること 
もできる150ページ）。スリープモード（ス 
リーブ）で動作している間は点滅する（対応して 
いる 0 S でのみ動作する）。 

(1 1 ) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(12) 八ードディスクドライブベイ 

[3.5 型ハードディスクドライブモデル] 

最大4台まで搭載可能 （179 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されている。 

[2.5 型ハードディスクドライブモデル] 

最大8台まで搭載可能 （179 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されている。 

(13) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ。ハード 
ディスクドライプにアクセス時に緑色に点灯す 

RAID コントローラを使用する時は、内蔵ハード 
ディスクドライプが故障するとアンバー色に点灯 
し、リビルド中は緑色とアンバーに点滅する。 

(14) スライドタグ 

本装置の N 型番、シリアル番号を記載したラベル 
が貼り付けらる。 
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( 1 ) 


( 2 ) 


(4)-2 ⑸ 


(3) ⑷ -1 ⑸ 



( 12)-1 


( 12)-2 


本体背面 


AC 電源モデル 




⑺ （8) (6)-1 (6)-2 (1〇)⑼ （3)(11) 


(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ¢-161ページ)。 

(2) シリアルポート巳 (COM B) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
61ぺージ)〇 

(3) LINK/ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデ 
パイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する 
152ページ）。 

(4) LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T と接続 
するコネクタ（—161ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を爪す 0 

* 〇 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(5) SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

LAN の転送速度を示すランプ （—152 ベージ)。 

(6) USB コネクタ 1*2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（—161ページ)。末尾の数字は「1」がコネ 
クタ1で、「2」がコネクタ2を示す。 


(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ。本体前面 
の VGA コネクタ使用時は利用できない。（—161 
ページ)〇 

(8) POWER ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する （150 ペー 

ジ)。 

(9) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1〇 0 BASE - TX / 1 0 BASE - T と接続するマネージメ 
ント専用 LAN コネクタ（—161ページ)。 

運用 LAN として使用できません。 

(1(D)SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

マネージメント専用 LAN の転送速度を示すランプ 
(—152 ページ)。 

(11) LMD スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを〇 N / OFR こするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押 
すと消灯する （—152 ページ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(12) PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット。 
(12)-1 □—プ□ファイル PCI ボード 
(12)-2 ロープ□ファイル PCI ボード 
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DC 電源モデル 


⑷⑸ -2 ( 6 ) 



(1) 電源コネクタ 

DC ケーブルを接続するコネクタ（—161ペー 
ジ)。 

(2) DC POWER ランプ 

DC ケーブルから電力が供給されている時に緑色 
に点灯する。 

DC ケーブルを抜く際、消灯していることを確認 
して下さい。 

* この LED は押すことができますが、 LED の機 
能としてのみ、ご利用いただけます。 

(3) シリアルポート B(COM B) コネクタ 

シリアルインターフエースを持つ装置と接続する 
(—163 ページ)。 

(4) LINK/ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続しているハブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する 
152ぺージ)〇 

(5) LAN コネクタ 

1 0 OOBASE - T /1 OOBASE - TX /1 OBASE-T と接続 
するコネクタ（—161ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を 7 T ： す。 

* 〇 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(6) SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

LAN の転送速度を示すランプ¢—152ページ)。 


(7) USB コネクタ 1-2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （—161 ページ)。末尾の数字は「1」がコネ 
クタ1で、「2」がコネクタ2を示す。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ。本体前面 
の VGA コネクタ使用時は利用できない。（—161 
ぺージ)〇 

(9) POWER ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する （150 ぺ一 
ジ)。 

(10) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1 0 OBASE - TX /10 BASE - T と接続するマネージメ 
ント専用 LAN コネクタ （—161 ページ)。 

運用 LAN として使用できません。 

(11) SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

マネージメント専用 LAN の転送速度を示すランプ 
(—152 ページ)。 

(12) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを〇 N /0 FF にするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もろ一度押 
すと消灯する（—152ページ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(13) PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット。 
(13)-1 □—プ□ファイル PCI ボード 
(13)-2 □—プ□ファイル PCI ボード 
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本体内部 


3.5 型八ードディスクドライブ （ AC 電源）モデル 



(1) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(2) バックプレーンポード 

(3) 冷却ファン（末尾の数字はファン番号を示 
す） 

(4) 電源ユニット 

(5) DIMM 


(6) CPU/ ヒートシンク 
(6)-1 CPU 1 
(6)-2 CPU 2 

(7) エアダクト 

(8) PCI ライザーカード 

(9) マザーポード 

(10) フロントパネルポード 
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2.5 型八ードディスクドライブ （ AC 電源）モデル 



(1) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(2) バックプレーンポード 

(3) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(4) 電源ユニット 

(5) DIMM 


(6) CPU/ ヒートシンク 

(6)-1 CPU 1 
(6)-2 CPU 2 

(7) エアダクト 

(8) PCI ライザーカード 

(9) マザーポード 

(10) フロントパネルポード 
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2.5 型八ードディスクドライブ （ DC 電源）モデル 



(1) 

ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(6) 

CPU/ ヒートシンク 

(6)-1 CPU 1 
(6)-2 CPU 2 

(2) 

バックプレーンポード 

(7) 

エアダクト 

(3) 

冷却ファン（末尾の数字はファン番号を示 
す） 

電源 ユニッ ト 

(8) 

PCI ライザーカード 

(4) 

(9) 

マザーポード 

(5) 

DIMM 

(10) フロントパネルポード 








148 各部の名称と機能 


マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(2) DIMM ソケット 

(2)-1 CPU 1_ DIMM 1 〜4 
(2)-2 CPU 2_ DIMM 1 〜4 

(3) 電源監視用コネクタ 

(4) プロセッサ (CPU) ソケット 
(4) -1 CPU 1 

(4)-2 CPU 2 

(5) BP 接続用コネクタ 

(6) SATA 接続コネクタ 
(6)-1 SATA 0.3 
(6)-2 SATA 4.5 

(7) パスワードクリアジャンパ 

(8) フロントパネルポード接続用コネクタ 

(9) SW RAID ジャンパ 

(10) フロント USB 接続用コネクタ 

(11) スピーカ 

(12) CMOS クリアジャンパ 

(13) リチウムバッテリ 

(14) フロント VGA ケーブル接続用コネクタ 

( 1 5) シリアルポート A(C0M A) コネクタ 

(16) PCI ライザーカードス□ット 

(17) 外部接続コネクタ/外部からの操作スイッチ 
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ツクプレーンボー 


3.5 型ハードディスクドライブモデル用 


⑸ -5 (5)-6 


(5)-11 



2.5 型ハードデイスクドライブモデル用 



(1) SATA/SAS コネクタ 

(末尾の数字はコネクタ番号を示す） 

(2) 八ードディスクドライブコネクタ（うら面） 

(3) 電源コネクタ 

(4) 未使用 

(5) システムファンコネクタ 
(末尾の数字はファン番号を示す） 
(コネクタは2、8、9、10、12は未使用） 

(6) SGPI01 コネクタ 

(7) マザーポード接続コネクタ 

(8) フロントパネルポード接続用コネクタ 

(9) SGPI02 コネクタ 

(10) 八ードディスクドライブジャンパ 
設定方法は211ページを参照してください。 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意味は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（学） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。 

省電力機能をサポートしている〇 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点 
減しているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


謂-〇 • ESMPR0 やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 
Bto 卜□グ （SEL) を参照することで故障の原因を確認することができま 

す。 

• しヽったん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(248 ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急に交換すること 
をお勧めします。 

CPU エラーを検出した状態で動作し 
ています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を確 
認後、早急に交換することをお勧め 
します。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

消灯 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社 L 連絡して< 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドック'タイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検出 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうが確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームを検出した。 

内部ファンのケープルが確実に接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わらない場合 
は、保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうが確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

ハードディスクドライブが故障し 
た。 

ハードデイスクドライブを交換して 
ください。 
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DC POWER ランプ（令〇※〇〇：電源モデルのみ 

本体背面にあります。 

電源が供給されている時、ランプが緑色に点灯します。 

本ランプが点灯状態の時に、本体前面の POWER スイッチを押してください。 


DISK アクセスランプ （ i ) 

本体前面にあります。 DISK アクセスランプは本体内部のハードディスクドライブや光ディス 
クドライブにアクセスしているときに点灯します。 


UID (ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面または背面にある UID スイッチを押すと点灯し、 
もう一度押すと消灯します。ソフトウエアからのコマンドを受信したときは点滅で表示しま 
す。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用する 
ことができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点灯させてお 
くと、対象装置を間違えずに作業することができます。 


LINK/ACT ランプ（晶1、晶2、晶 M ) 

本体背面の標準 LAN コネクタ/マネージメント専用 LAN コネクタに各1個あります。本体標準 
装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハブに電力が供給されていて、かつ 
正常に接続されている場合に点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行ってい 
るときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡し 
てください。 


、松 LAN ポート LINK LED について （ LAN ケーブルを接続している場合） 

運用 LAN ポートの LINK/ACT LED は〇 S にて W 〇 L (Wake On Lan ) を無効と設 
定している場合、省電力機能により、〇 S シャツトダウン後の DC オフ状態で消 
灯します。 

WOL を有効に設定していると DC オフ状態で常に点灯 （ LINK 状態）します。 


SPEED ランプ (1 000/1 00/10ランプ） 

本体背面の LAN コネクタ/マネージメント専用 LAN コネクタに各1個あります。本体標準装備 
のネットワークポートの通信モードが 1000 BASE - T か、1〇〇 BASE - TX 、10 BASE - T のどち 
6のネットワークインタフェースで動作されているかを示します。アンバー色に点灯してい 
るときは1000 BASE - T で、緑色に点灯しているときは1〇 OBASE - TX で動作されていること 
を示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 




ノ、ー ドウエア編 153 


Disk ランプ 

ハードディスクドライブベイにハードディスクドライブを3台取り付けることができます。 
搭載するホットプラグ対応のハードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表 
示と機能は次のとおりです。 


3.5 型ハードディスクドライブ 



2.5 型ハードディスクドライブ 



• 緑色に点滅 

緑色点滅でディスクへのアクセスが行われていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ハードディスクドライブが故障していることを示します。 

RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50) 
irlbfl を構成している場合は、1台 （ RAID 6 では2台）のハードディスクドライブが故 
障しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライ 
ブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディス 
クドライブの交換はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンノ（一色で点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 



オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• U ビルド中は本体装置の電源 Off、 または再起動をしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他のリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は El A 規格に適合したラックに設置して使用します。 

ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお問 
い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 指定以外の場所に設置しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近 
<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力□エが施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を以下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 

の後で説明しています。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規定外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

/ ^ \ / r \ 

• 亨下注音 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 



■"〇 ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
°C〜35°C) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中にラック 
内部の温度が保障範囲を超えないようにラック内部、および室内のエアフロー 
について十分な検討と対策をしてください。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 

• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールアセンブリを取り外しま 
す0 


本体前面にあるロック解除ボタンを押 
しなが6、レールアセンブリを持って 
ゆっくりと装置後方へスライドさせて 
ください。 





レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付け6れた状態になります。 




• 取り外したレールアセンブリは、この後の手順（レールアセンブリの取 
り付け）で使用します。 

• レールに指を挟まないよう十分注意してください。 
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• レー J レアセンブリの取り付け 

取り外したレールをラックへ取り付け 
ます。 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
型ラックの角穴に入れて取り付けま 
す。この時に「カチッ」と音がして、 
ロックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もラー方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 




前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してください。 

g エック| 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 


1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレール（ベアリング部）を手前 
に引ぎ出す。 



2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左右のレールアセンブリに本装置 
側面のインナーレールを確実に差 
し込んでからゆっくりと静かに押 
し込みます。 


完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり、装置を固定で 
きます。 



• レールに指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の 
Ifl ^ l 筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してください。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
名で行うことをお勧めします。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

A A 

明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

Q 

• 

ラックが不安定な状態でデノ (イスをラックから引き出さない 

• 

落下注意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 



DC 電源モデルの場合本装置の電源を OFF するには、接続している N81 42-36 
EcoPowe「Gateway 側の DC 出カスイッチを〇 FF にします。 


^ DC 電源モデルの場合本装置の電源 OFF を確認するために、接続している 
Ifl ^ l N 8 142-36 EcoPower Gateway 側の DC 出カランプが消灯していることを確認 
します。 


2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 



3. 本装置をしっかりと持ってラック 
から取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えながらゆつくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レールに指を挟まないよう十分注意してください。 
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4. レールアセンブリをラックから取 
り外す場合はレノ（一を押しながら 
レールを矢印方向に引いて外して 
ください。 





複数のレールアセンブリを取り付けた場合、ロック解除するためのレバーを手 
で押せないことがあります。このときは、本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具でロックを解除し、レールアセンブリを取り外し 
てください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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3.5 型ハードデイスクドライブモデル 
ディスプレイ装置 





USB 機器 


前面 


□□◎ 胃 ® ❹❹ = □□!□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ r□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


冨 4 ” 11 II i ，, 麵 ” 11 II 丨 


2.5 型ハードデイスクドライブモデル 


ディスプレイ装置 





USB 機器 


前面 


AC 電源モデルの場合 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 



シリアルインタ 
フェース機器 




10101 


I 


LAN 上のネットワークシステム 
(ハブ（マルチポートリピータ) 
を介して接続されます） 



ディスプレイ装置 


LAN 上のネットワーク 
システム（ハブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 
(管理専用。 

運用 LAN として 
使用できません） 



面 

背 
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ディスプレイ装置 


LAN 上のネットワーク 
システム（ハブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 
(管理専用。 

運用 LAN として 
使用できません） 


DC 電源モテルの場合 


最後に、専用の DC 電源ケー 
ブル ( K 410-2 13 (1 A )) で 
N 8 142-36 EcoPower 
Gateway の DC 出カポートに 
接続します。 


シリアルインタ 
フェース機器 




10101 


LAN 上のネットワークシステム 
(ハブ（マルチポートリピータ） 
を介して接続されます） 
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詞-〇 • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し〗。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□ーラを搭載すると接続するこ 
とができます。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長 
が 3 m 以内になるようにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス ( HTTPS ) を使用する場合は、 NEC フイールデイングに相談し 
てください。 


• 回線に接続する場合は、設定機関に申請済みのポードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 本装置に外付け USB DVD - ROM ドライブ（ N 81 60-85) を接続する場合 
は、前面及び背面の隣接する USB ポートに他の機器を接続しないでくださ 
い。 

※下図の枠で囲ったポートが 「 P 舞接する USB ポート」です。 


前面の USB コネクタ 


国国 概さ❹❹ ' □□□ 


例）背面 USB ポートに DVD - ROM ドライブを接続する場合 



本ポートには他の USB 機器は接続しないでください。 


背面の USB コネクタ 



周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブル 
タイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォー 
ミングしてください。 


本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある出カコン 
セントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 
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<例> 

コンピュータインターフエースポート ( COM ) 



本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の〇 N / OFF を連動(リ 
ンク)させるために BIOS の設定変更が必要となる場合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは237ページを参照してください。 
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基本的な操作 

基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON (AC 電源モデルの場合) 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 

次の順序で電源を〇 N にします。 

1. フロッピーディスクドライブを接続している場合、フロッピーディスクをセットし 
ていないことを確認する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
Ifl ^ l は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER スイツチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC ロゴ」が表示されます。 


3.5 型八ードディスクドライブ 

POWER ランプ 


•恐論 isjllejioio ° u 

^ POWER スイツチ 
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2.5 型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 
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電源コードを接続するとハードウヱァの初期診断を始めます（約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを押してください。 


「 NEC 」 ロゴを表示している間、自己診断プログラム ( POST ) を実行してハード 
ウェアの診断を します。 詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧く ださい。 
POST を完了すると〇 S が 起動し ます。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
|?1^1 317ページを参照してください。 


電源の OFF ( AC 電源モデルの場合) 


次の順序で電源を〇 FR こします。 

本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添付の説明書を参照するか、 UPS を 
制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 

1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER ランプが消灯したことを確認する。 

周辺機器の電源を〇 FF にする。 








168 基本的な操作 


電源の ON ( DC 電源モデルの場合) 


本体の電源は、接続している N 8142-36 EcoPowerGateway の DC 出カスイッチを押した後、 
本装置前面にある P 〇 WER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 


1. DC 電源ケーブルの接続を確認する。 

ケーブル側のコネクタにはロック機構があります。 
完全にロックされていることを確認してください。 


本装置の背面 



EcoPowerGateway の背面 



利用しないコネクタは 
キャップを外さないで下さい 

挿入は最後までしっかり押し 
込み、カチッと音がすること 
を確認してください。 

抜く P 祭は、矢印部分の突起部 
を指で挟み込むよラに押すと 
ロックが外れます。 


W-O DC 電源ケーブルのロックが不十分な場合、本体が正常に動作しないばかりか 
Bto 漏電やスノ V ° —クによる感電やノ\ードウェア故障の恐れがあります。 
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2. 接続しているN81 42-36 EcoPowerGateway の前面の POWER スイッチを押し 
たあと、背面の DC 出カスイッチを最後までしっかり押す。 

その後、 DC 出カランプが緑色に点灯したことと、本装置の本体背面の DC POWER 
ランプが緑色に点灯したことを確認してください。 


DC 出カスイッチ 
DC 出カポートは計4ポートあり 
各ポート毎に本スイッチがあります。 
また、本スイッチはラッチ式ボタン 
スイツチです。 

出力〇 N :奥に引っ込んだ状態 
出力〇 FF :手前に出た状態 


EcoPowerGateway の背面 



DC 出カランプ 

DC 出力中は緑色に点灯します。 
出力〇 N :緑色点灯 
出力〇 FF :消灯 


«"〇 DC 出力中は、絶対に電源ケーブルの挿抜を行わないでください。 

DC 電源ケーブル、および本装置の入カポートと EcoPowerGateway の出力 
ポートコネクタは活線挿抜に対応しておりません。 


3. フロッピーディスクドライブを接続している場合、フロッピーディスクをセットし 
ていないことを確認する。 

4. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


✓ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になつていることを確認してください。 


5. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC ロゴ」が表示されます。 


電源の OFF ( DC 電源モデルの場合) 


次の順序で電源を〇 FR こします。 

1. 0S のシャツトダウンをする。 

2. POWER ランプが消灯したことを確認する。 

周辺機器の電源を OFR こする。 
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POST ( Power 〇 n Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュー 
ル、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ 
装置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。（く Esc > キーを押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 


BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュー 
にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （227 ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 



M[E(n 


謂"^ • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Bto てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外しをしてから電源を 0 N にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合はく F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 0 N 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POS 丁を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押しま 
す。設定方法やパラメータの機能については、217ページを参照してください。 
SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オンポードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を有効（使用 
する）に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーティリティの 
起動を促すメッセージが表示されます。 

Press <C t r L ><M> to Run LSI Logic Software RAID 
Setup Utility- 

ここでく Ct 「 l >+< M > キーを押すとハード ディ スクドライブの RAID を構築するための 
ユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細については 「Setup 
Utility 」（252 ページ）を参照してください。 


5. 続いて本体にオプシヨンの SCSI コント□—ラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□—ラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自 
動的に続けます)。 

く例 ： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合〉 

Press <C t r L ><A> for SCS I SeLect(TM ) Utility! 

ここで < Ct 「 l >+< A > キーを押すとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設定値や 
ユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては外付け SCSI 機器を接続した 
場合などがあります。 

6. オプシヨンポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を〇 FR こしてから、約10秒ほど時間を 
あけて〇 N にしてください。 


胃"〇 OS をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


8. POST を終了すると OS を起動します。 






172 基本的な操作 


POST のエラーメッセージ 


POS 丁中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用 • 保守編」を参照してください。 


»rO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Ito ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した〇 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

〇 S のシャットタ'ウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER スイッチの設定を電源 
オフからスタンバイに変更した場合は POWER スイッチを押すとスタンバイ状態になります 
( P 〇 WER ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 

P 〇 WER スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 

3.5 型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 



2.5 型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 
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省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows 〇 S の設定によって異なります。また、省電カモード中の動作レベル 
は、 Windows 〇 S の設定に依存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す0 
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サーバの確認 （ UID スイツチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット D) ランプ」があります。 

3.5 型八ードディスクドライブ 



2.5 型八ードディスクドライブ 
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UID ランプ 
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UID スイツチ 


<装置背面> 
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日日圉圉 
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UID スイツチ/ランプ 


UID (ユニット ID) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ソフトウェアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UD スイッチやソフトウェ 
アコマンドを使って保守する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （16 ページを参照）。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



A ③ 
㉚ 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



A A 

AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 亨下学章 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


















176 内蔵オプシヨンの取リ付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でも 
できますが、なるべく複数名で行ラことをお勧めします。 


A 注意 

益® 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 

落下注意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


• 

カバーを外したまま取り付けない 


• 

指を挟まない 


電源コードを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を続けてくだ 
さい。電源コードを取り外してから3〜4秒ほどの間、マザーポード上の部品 
は動作を続けている場合があります。動作が完全に停止してから作業を続けて 
ください。 


1. 159ぺージの「取り外し手順」を参照して本体をラックから取り外し、じようぶ 
で平らな机の上に置く。 


本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックから取り外してくだ 
さぃ。 
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2. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ向けてスライドさせてから持ち上げてください。 




トップカバーを取り付けるときは、トップカバーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 





に差し込む 


中央 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

3.5 型八 ー ドディスクドライブモデルの場合 

本体には、最大4台の 3.5 型ハードディスクドライブを搭載することができます。 

2.5 型八ードディスクドライブモデルの場合 

本体には、最大8台の 2.5 型ハードディスクドライブを搭載することができます。 

[3.5 型八ードディスクドライブ] 


□ ^3^^000 〇❹❹ 


[□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ \ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



スロット〇 
1台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット1 
2台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット2 

3台目のハードディスク 
ドライプ用（オプション） 


スロット 3 

4台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


[2.5 型八ードディスクドライブ] 


スロット2 

3台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット6 

7台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット 4 

5台目の ハー ド デイ スク 
ドライブ用（オプション） 


邑国❹❹ = □□□ nr 

1 □ c\l=l 1=1 1=1 C=l 1=1 □ □[ 

00000000 0000 I I r d| 

00000000 0000 I I I 

’~\ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ T ~ ^|UI 

©1 

00000000 0000 I I r 

00000000 0000 I I I 

IP 

00000000 0000 I I r 

000000 op 0000 I I I 

。网 II 

00000000 0000 I I r q | 

00000000 oo<fo \ \ I 


Ul 

db 

1 □ □ J=\\=i □ 000 oc 

1 

u 

00000040 0000 11 r q| 

00000000 0000 I I L 

II 


00000000 0000 I I r q| 

00000000 o<yoo I I I 


tdb 



0 

0000000010000 I I r 

00000000 0000 I I I 


h 

00000000 0000 I I r 

00000000 9000丨丨 I 

1 


スロット〇 / 

1台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット 3 ’ 

4台目のハードディスク 
ドライプ用（オプション） 


スロット1 

2台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット 7 

8台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


スロット 5 

6台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 



• 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 
ハードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 

• 異なるインターフェースのハードディスクドライブを混在して搭載する 
ことはできません。 
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取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。 

1. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

3.5 型八ードディスクドライブモデルの場合 

ス□ットは本装置に4つあります。左のス□ットから順に取り付けてください。 

2.5 型八ードディスクドライブモデルの場合 

ス□ットは本装置に8つあります。左のス□ットから順に取り付けてください。 



2.5 型ハードディスクドライブモデルの場合、接続しているコントローラによ 
り動作可能な最大ドライブ数が異なります。 

— マザーボー ドの SATA コントローラ 最大6台 

- オプションのディスクアレイコントローラ最大8台 


2. ハードディスクドライブベイを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外す。 

夕'ミートレーは全てのハードディスクドライブベイに入っています。 


3.5 型ハードディスクドライブ 2.5 型ハードディスクドライブ 



w-O ダミートレーは大切に保存しておいてください。 


3. ドライブキヤリアのロックを解除し、八ンドルを開いた状態にする。 

3.5型ハードディスクドライブ 2.5 型ハードディスクドライブ 
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4. ドライブキヤリアとハンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入する。 

3.5 型 ハー ド ディスク ドライブ 2.5 型 ハー ド ディスク ドライブ 



I チェッ$ 


ハードディスクドライブベイ◦と POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


5. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
さらにしっかり入っているか、再度押し込んでください。 


I チェッ匀 


押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかがっていることを確認 
してください。 


6. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーでロックします。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。 


• ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取り外すときは、次の注意を守ってください。 

ーケーブルをねじらない。 

ーケーブル部分を持って引っ張らない。 

ー コネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜く。 





ハードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□ットをあら 
かじめ確認してください。 


3.5 型ハードディスクドライブ 


2.5 型ハードディスクドライブ 


コ□◎き攀 I^^Jooo 



DISK ランプ 


コ^^〇〇〇 S 

£=1ヲ 円円円円円 F = l 円円 F=l I 

1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□! 

)00000 0000 IT f n I o 

>00000 0000 || I / I 0 


DISK ランプ 


1.177 ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押してロックを解除し、八ンドルを開く。 


^ ハードディスクドライブペイ1と POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライブの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと 
シャットダウン処理をされてしまいます。 




























ノ、ー ドウエア編 183 


3. 八ンドルとドライブキヤリアをしっかりと持って手前に引き出す。 


3.5 型ハードディスクドライブ 


2.5 型ハードディスクドライブ 




4. ハードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ッ トにダミートレーを取り付ける。 

5. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 
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DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あります。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから DIMM を取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は176ページで詳しく 
説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれ 
があります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての 
修理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めく 
ださい （20 10年9月現在)。 


N 8 102-4 12 
N 8102 -4 13 
N 8 102-4 14 
N 8 102-41 1 


1 G 巳増設メモリボード 
2 GB 増設メモリポード 
4 GB 増設メモリポード 
8 GB 増設メモリポード 


• N 81 02-41 2/413/414増設メモリポードと N 81 02-41 1増設メモ 

リポードは混在させることはできません。 


PaI メモリは最大 64 GB (8 GBX 8 枚）まで増設できます。 

irm 
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D 旧 M の増設順序 

1CPU 構成時と 2CPU 構成時でメモリの増設順序が違います。 

1CPU 構成時は DIMM ス□ット番号の小さい順に増設してください。 

2CPU 構成時は各 CPU の DIMM ス□ット番号の小さい順に交互に増設してください。 

容量の異なるメモリ搭載時は容量の大きいメモリよりス□ット番号の小さい順に増設してく 
ださい。 


2CPU 実装時は、 ESMPR ◦での表示位置と実際の実装位置が異なります。 


1 CPU 時 


-1枚目 

- 2枚目 

- 3枚目 

- 4枚目 

• 2 CPUB 寺 


-1枚目 

- 2枚目 

- 3枚目 

- 4枚目 

- 5枚目 

- 6枚目 

- 7枚目 

- 8枚目 


実装位置 

CPU 1_DIMM1 スロット 
CPU 1_DIMM2 スロット 
CPU 1_DIMM3 スロット 
CPU 1_DIMM4 スロット 

実装位置 

CPU 1_DIMM1 スロット 
CPU2_DIMM1 スロット 
CPU 1_DIMM2 スロット 
CPU2_DIMM2 スロット 
CPU 1_DIMM3 スロット 
CPU2_DIMM3 スロット 
CPU 1_DIMM4 スロット 
CPU2 DIMM4 スロット 


ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ2 
メモリ3 
メモリ4 

ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ5 
メモリ2 
メモリ6 
メモリ3 
メモリ7 
メモリ4 
メモリ8 


1 CPU 時 


背面側 


前面側 


2 CPU 時 


ggsg 

枚枚枚枚 
3 7 15 


gsgg 

枚枚枚枚 
6 2 8 4 



目 ggg 

枚枚枚枚 
2 4 13 
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詞-〇 • CPU2 を実装していない場合、 CPU2_DIMM1 〜4は使用できません。 



メモリクロック 


搭載 CPU により、メモリクロックが異なります。 

• Xeon L 5630 

1066 MHz のメモリクロックで動作します。 

• Xeon L 5640 


1 333MHz のメモリクロックで動作します。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1 . 177ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左右に広げ、 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



✓ DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
1117 5] の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については317ページを参照してください。 

5. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 
「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認する （229 ページ参照)。 

6. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧くださ 
い。 

7. ページングファイルサイズを推奨値以上に設定する。 

推奨値 (Windows Server 2003の場合》搭載メモリ x1.5 以上 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 

II エック| ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 177ページを参照して準備をする。 


2. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレノ（一を左右にひろげる。 

□ ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については317ページを参照してください。 

5. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧くださ 
い0 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 BIOS セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは229ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズを推奨値以上に設定する。 

推奨値 (WindowsServer 2003の場合):搭載メモリ x1.5 以上 
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プ□セッサ ( CPU ) 

標準装備の CPU (インテル ® Xeon (§) プロセッサー）に加えて、もう1つ CPU を増設し、マル 
チプロセッサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は176ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 弊社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
し、ての修理は保証期間中でも有料となります。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。184ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行つてください。 


CPU #1 CPU #2 

(標準装備の CPU ) (オプションの CPU) 



マザーボード 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1. 177ページを参照して取り付けの準備をする。 


2. ダクトカバーを取り外す。 

3. ソケットのレバ_を_度押し下げ 
てフックから解除してレバーを止 
まるまでゆっくりと開く。 





• 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したとき 
は必ず cpu の代わりに保護カバーを取り付けてください。 

• ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 
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6. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


W-O CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
れないでください。 


7. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CP U の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、。親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合ラようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 




g エック I 


• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 













192 内蔵オプションの取り付け 



10. 匕一トシンクの保護カバーを外す。 

11. 匕一トシンクを CPU の上に置く。 






ヒートシンクの向きが以下の図のとおりになるようにヒートシンクを正しく 
取り付けてください。 
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12. 匕一トシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順序で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 



13. ヒートシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

CPU が正しく取り付けられていないとヒートシンクを水平に取り付け 
られません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。184ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行つてください。 


14. ダクトカバーを取り付ける。 

15. 取り外したトップカバーを取り付ける。 

16. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧ください。 

17. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ以上の CPU で運用する場 
合に以下の手順を行う。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプロセッサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、メッセージに 
従って再起動後、システムのアップデート （81 ページ）を行う。 


















































194 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜2を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください)。 


m 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. SETUP を起動して 「 Main 」 一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択し、 
CPU の ID 、 L 2 CacheSize および L 3 Cache Size が正常になっていることを確認し 
てください （225 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧くださ 
い。 
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PCI ポード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□ットが2個あります。 


_"〇 PCI ポードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
Bto レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ポードおよびライザーカードの端子部分やポードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ポードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は176ページで詳しく 
説明しています。 


「3.5型八ードディスクモデルの場合] 



「2.5型八ードディスクモデルの場合] 






196 内蔵オプションの取り付け 



ライザーカード 

標準 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 





PCIe#l 

PCIe #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能 n 

x 8 レーン 

x 8 レーン 

備考 


PCI ス□ツトサイズ 

Low 

Profile 




PCI ポードタイプ n 

xl 6 ソケット 

x 8 ソケット 




搭顏可能な ポー ドサイズ 

200 mm 以下 


N8 103- 107 

SCSI コント ローラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

O 

〇 


N 8103 -104A 

SAS コント□ーラ 

(力—ド性能： PCI EXPRESS(x8)> 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドライブ接続 
不可 

N 8103 -129 

RAID コント ローラ 
(256MB, RAID0/1) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0(x8)) 

- 

〇 

内蔵ハードディスクドライブ接続 

増設バッテリ [N 8103 -123] 搭載可 

N 8103 -13 〇 

RAID コント□ーラ 
(256MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0 

- 

O ' 

内蔵ハードディスクドライブ接続 

増設バッテリ [N 8103 -123] 搭載可 

N 8103 -134 

RAID コン トローラ 
(512MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0(x8)) 

- 

〇 

内蔵ハードディスクドライブ接続 

増設バッテリ [N 8103 -140] 搭載可 

N 8103 -135 

RAID コント ローラ 
(512MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0(x8)) 

〇 

〇 

内蔵ハードディスクドライブ接続 
不可 

増設バッテリ [N 8103 -140] 搭載可 

N 8190 -127 

Fibre Channel コント□ーラ 
(4Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154との混載は不可 

N8 190- 153 

Fibre Channel コント□ーラ 
(8Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS 2,0(x8)) 

〇 

〇 

N 8190 -127/1 31との混載は不可 

N8190-131 

Fibre Channel コント□—ラ (2ch) 

(4 Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154との混載は不可 

N 8190 -154 

Fibre Channel コント□—ラ (2ch) 

(8 Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS 2.0(x8)) 

〇 

〇 

N 8190 -127/1 31との混載は不可 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

N 8104 -126 同士の Team- 
ing(AFT/SFT/ALB) は可。他の 

NIC との Teaming(FEC/GEC) は不 
可。10 BASE-T は未サボート。 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8104 -122 同士の Team- 
ing(AFT/SFT/ALB) は可。他の 

NIC との Teaming(FEC/GEC) は不 
可。10 BASE-T は未サボート。 

N8104-125A 

1000 BASE-T 接続ボード (4ch) 

:力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

LAN 増設用 

10BASe-T は未サボート 
ブーツ付 LAN ケーブル使用不可 

N8104-123A 

10GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

最大1枚まで 

N 8104 -128 

10GBASE-SR 接続基本ボード (SFP+/ 
2ch) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

LAN 増設用 

SFP モジュールは別途手配が必要 

N8117-01A 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

O ' 

最大1枚まで 


〇 搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例 >1レーン =2.5Gbps、 4レーン =10Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

<例 >x4 ソケット —xi カード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 カードは搭載不可。 

* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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標準ネットワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 

搭載可能なボードのサイズ 

* 5 V カードは実装不可。 

* Low Profile 力ードの場合：奥行き167.6 mm まで、幅 64.4 mm まで 



Boot デバイスとして運用しない PCI スロットは Option R 〇 M の展開を 
「 Disabled 」 に変更してください。 「 Disabled 」 にすることで基本メモリの消費 
を抑え、装置の起動時間を短縮することができます。 （229 ページ参照） 




198 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットにボードを取り付けます。 


^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 
□ットのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• 内蔵ハードディスクに接続するボードは形状に関係なく、ライザーカー 
ドのフルハイト側に取り付けてください。 


胃"〇 本装置に取り付けることのできる PCI ポードはショートタイプのみです。□ン 
グタイプは取り付けることができません。 


1 . 177ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す0 



取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


4. ライザーカードに PCI ポードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 
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謂-〇 • ライザーカードや pci ポードの端子部分およびポードに実装されている 
Bto 電子部品の信号ピンには触れないでください。汚れや油が付いた状態で 

取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると pci ポード 
やライザーカードを破損するおそれがありますので注意してください。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれて 
IIエックI いることを確認してください。 


5. PCI ポードを手順3で外したネジで固定する。 



6. ライザーカ _ ドをマザーポードの 
ス□ットに接続して、手順2で取 
り外したネジ’ （1 本）でライザー 
力ードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



^ 差し込む際にライザーカードのフレームにある、筐体フレームに引っかけるた 
g ェックI めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、 
図のようにライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端子部分 
が完全に見えなくなるまで押し込んでください。 


7. 取り外した部品を取り付ける。 















200 内蔵オプシヨンの取リ付け 


8. 本体の電源を 0 N にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については317ページを参照してください。 

9. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 
「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧くださ 
し、。また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかど 
うかを確認してください。 


取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□ッ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス□ットカバーはネジで固定してください。 


ポードの取り外しや交換 • 取り付けス□ットの変更をした場合は BIOS セット 
Pfei アップユーテイリテイを起動して、 「 Advanced 」 メニューの [Reset Con ¬ 
figuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、ハードウェアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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N 81 17-01 A を取り付ける場合 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS -232 C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS -232 C ケーブル （ A ) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS -232 C ケープル （ B ) 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKET ( I ) 

243-112122-001 

1 

ケープルに取付済 

⑤ 

PCI BRACKET ® 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 



本製品では③と④の組み合わせを使用します。 

以下の手順に従って取り付けてください。 

1 . 177ページを参照して取り外しの準備をする。 



2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカ _ ド 
の両端を持つてまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す0 



取り外したス□ットカバーは大切に保管してください。 























202 内蔵オプシヨンの取リ付け 


4. PCI ブラケットをしっかりと取り 
付け、手順3で外したネジで固定 
する。 


5. 他の PCI ポードに緩衝しないよう 
ケーブルをフオーミングしてマ 
ザーポード上のシリアルポート A 
コネクタに接続する。 

ケーブルを接続する場合、コネク 
夕の極性キーを合わせて誤接続し 
ないよう注意してください。シリ 
アルポート A コネクタの位置は右 
図を参照してください。 


6. ライザーカードをマザーポードの 
ス□ットに差し込み、手順2で取 
り外したネジ’ （1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 




シリアルポート マザーボード 

A コネクタ 



7. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 
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8. 巳 I 0 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 の 「Peripheral 
Configuration 」 メニューの 「Serial Port A 」 を 「 Enabled 」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （230 ページ参照)。 

「 Enabled 」 に設定すると 「Base I/O Address 」 、 f ! interruptJ のメニューが追加さ 
れます。 

Default 設定では 

Base I/O Address : 2 F 8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 



204 内蔵オプシヨンの取リ付け 


増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ー ラ （ N 8103 -129/ 130/134/ 135) に増設バッテリを増設する場合、以下の手 
順に従って取り付けてください。 


N 8 103- 123 ( N 8103 -129/1 30用バッテリ）の場合 


取り付け 


1. 177ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. ダクトカバーを取り外す。 

3. 増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ポードを RAlD コン 
卜□—ラに取り付ける。 



4. バッテリ接続ボードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 


5. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカ _ ド 
の両端を持ってまっすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 
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6. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す0 


7. ライザカードに RAID コント□— 
ラを取り付ける。 


8. ライザーカ _ ドをマザーポードの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジ’ （1 本）でライザー 
力ードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


9. 固定ネジ （2 本)を外してバッテリ 
取り付け用シャーシを取り外す。 





10. SETUP DATE LA 巳 EU こ実装し 
た日付（年月）を記入し、右図の 
位置に貼り付ける。 
































206 内蔵オプションの取り付け 


1 1. パッテリコネクタにバッテリケー 
ブルを接続する。 


12. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 

コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 


13. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シャーシにネジ3本で取り付け 
る 0 


増設バッテリの取り付け位置は 
PCI # 1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。右図を参照してください。 


14. 手順9で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ2本で取り 
付ける。 


バツテリケーブル 






パッテリ取り付け位置 



取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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N 8 103- 140 ( N 8103 -134/1 35用バッテリ）の場合 


取り付け 


1. 177ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. ダクトカバーを取り外す。 

3. 増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ポードを RAID コン 
卜□—ラに取り付ける。 


4. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持つてまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


5. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す0 


6. ライザカードに RAID コント□— 
ラを取り付ける。 











208 内蔵オプシヨンの取リ付け 


7. ライザ _ 力 _ ドをマザ _ ポ _ ドの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジ’ （1 本）でライザー 
力ードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


8. 固定ネジ （1 本)を外してバッテリ 
取り付け用シャーシを取り外す。 


9. SETUP DATE LA 巳 EU こ実装し 
た日付（年月）を記入し、貼り付 
ける。 


10. 右の図を参考に、バッテリパック 
にバッテリ制御ケーブルを接続す 
る 0 

コネクタの向きに注意し、斜め揷 
しにならないようにしっかりと接 
続してください。 

右記の2点から、コネクタの正し 
い向きを判別するよラにしてくだ 
さい。 
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11. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シャーシにネジ3本で取り付け 
る 0 


増設バッテリの取り付け位置は 
PCI # 1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。右図を参照してください。 


12. 手順8で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ1本で取り 
付ける。 



バッテリ取り付け位置 



取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行つてください。 
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内蔵の八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築する場合 

本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


• RAID システム構成に変更する場合や、 RA 旧レベルを変更する場合は、 
ハードディスクドライブを初期化します。 RA 旧システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAID0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAD コント□—ラ( N 8 103- 129/130/134/ 135) 
を利用する方法があります。 

この RAID システムを利用する場合には、マザーボードとバックプレーンボードにあるジャン 
パを設定する必要があります。 
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ジャンパの場所および設定方法について以下に説明します。 

RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) またはオプションの RAD コント□—ラ 
( N 8103 -129/ 130/ 134) 使用時に設定するマザーボードおよびバックプレーンボードの 
ジャンパ位置は下図の通りです。 


マザーボード 



3.5 型ハードディスクドライブ用バックブレーンボード 



コントローラ設定ジャンパ （ J 3) 


バックプレーンボードは背面側からのイラストです。 
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オンポードの RAID コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™') を利用する場合 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す0 


マザーポードおよびバックプレーンのジャンパ設定 

以下のジャンパピン設定となるよう確認および設定変更を行ってください。 


マザーポード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

SW - RAID 設定ジャンパ 

12 3 

Imol 

有効 (1-2) 


バックプレーンポード ( J 3) 

コント□—ラ設定ジャンパ 

3「〇 

1 

マザーポード （ 1 -2) 

(3.5 型モデル） 



マザーポード （1-2) 

(2.5 型モデル） 


設定を変更した6 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （252 ページ）を参照してください。 
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オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) を利用する場合 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) を取り付けた本装置で、内蔵の 
ハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上のハードディス 
クドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。出荷時の内蔵ハードディスクドラ 
イブのインタフェースは、マザーボード上の SATA 用コネクタに接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) に添付の説明書を 
参照してください。 


麄^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は 、 BIOS SETUP ユーティ 

g エック I リテイの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一 「PCISlot xxR 〇 M(xx 
は PCI スロット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認し 
てください。 


取り付け 


オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) の取り付けは 「 PCI ボード」を参 
照してください。 


_"〇 RA 旧コント□ー ラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してください。設定が9番目以 
降となつている場合、 RA 旧コント□ーラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動できません。 


マザーポードおよびバックプレーンのジャンノ（設定 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) を利用する場合は、以下のジャン 
パピン設定となるよう確認および設定変更を行ってください。 

マザーポード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

SW - RAID 設定ジャンパ 

12 3 

loml 

無効 (2-3) 


バックプレーンポード ( J 3) 

コント□ーラ設定ジャンパ 

:间 

1 \〇_ 

オプションの RAID コント□ーラ (2-3) 

(3.5 型モデル） 


オプションの RA 旧コント□ーラ （2-3) 

(2.5 型モデル) 


取り外し 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) の取り外しは、取り付けの逆の 
手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設 
ス □ッ トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □ッ トカバーはネジで固定してください。 
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ケーブルの接続 

オプションの RAID コントローラを取り付けた場合、インタフェースケーブルの接続変更が 
必要です。以下の図を参考にケーブル接続してください。 

<3.5 型モデルでオンポードの RAID コント□ーラを使用する場合〉（標準構成/出荷時設定） 

標準構成では、マザーボードの SATA 用コネクタに接続されています。 

そのままのケーブル接続で使用できます。 



<3.5 型モデルでオプシヨンの RAID コントローラを使用する場合〉 


マザーボードの SAT A 用コネクタに接続されている SAS / SATA ケーブルをオプションの 
RAID コント□ーラのコネクタに接続してください。 
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<2.5 型モデルでオンポードの RAID コント□ーラを使用する場合〉 （1 〜6台/出荷時設定) 

標準構成では、マザーボードの SATA 用コネクタに接続されています。 

そのままのケーブル接続で使用できます。 



<2.5 型モデルでオプションの RAID コント□ーラを使用する場合〉 

マザーボードの SAT A 用コネクタに接続されている SAS / SATA ケーブルをオプションの 
RAID コント□ーラのコネクタに接続してください。 



_"〇 2.5 型モデルでは、標準で2本の SAS / SATA ケーブルが接続されています。才 

Bta ンポード接続とオプションの RAID コントローラ接続を同時には使用できませ 
ん。オプションの RA 旧コント□ーラを搭載した場合、必ず2本の SAS/SATA 
ケーブルを RA 旧コント□ーラに接続してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 

RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA ハードディスクドライブどちらかを、構築した 
し识 AID レベルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってハード 
ディスクドライブの最小必要台数は異なります)。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から〇 S のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインス I -ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を〇 N にした直後に 
起動する POS 丁の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （252 ページ）や、 
オプションの RAID コント□—ラ（ N 81 03- 129/130/1 34) に添付の説明書を参照してくださ 
い0 


• オンボードの RAID コント□ーラでの RADIO では、論理ドライブのサイズを指定するこ 
とができないため、 2 TB 以上のハードディスクドライブを使用する場合、論理ドライブ 
のサイズが約 4 TB 以上となります。しかし、〇 S をインストールする論理ドライブは、 

〇 S の制限により 2 TB までしか使用できないため、オンボードの RAID コント□ーラを使 
用する場合、 2 TB 以上のハードディスクドライブでの RAID 10 はサポートしていません。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc 〉、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 




218 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 



本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (PowerOn Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

NEC ロゴが表示された場合にも同様に次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F2> to enter SETUP or Press < F12> to Network 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「Supervisor」 と 「User」 の2種類のパスワードがあります0 
Irtb^ 「Supervisor」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「User」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ 力ーソルキー （ t 、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー （― 、 — ） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server , Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ <_> キー/ <十> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 


選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 


□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 


設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時刻関連 


rMain」—fSystem lime」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と 電源 連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を 0 N させる 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Power OnJ 

- P 〇 WER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」—「 AC - LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

rAdvanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデ ' 厶か b : I Advanced」— [Advanced Chipset ControlJ 

— r \ A/akeon Ring 」—「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 

— rWake on RTC Alarm 」—「 Enabled 」 

HW コンソール端末から制御する 

「 Server」 ^ 「Console Redirection 」— それぞれの設定をする 











ノ、ー ドウエア編 221 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「CPU1/2_DIMM n Status」 —表示を確 
認する （n :1〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



CPU2 


CPU2.DIIMM3 

CPU2_DIIMM1 

CPU2_DIIMM4 

CPU2_DIIMM2 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のよラに対応 
しています。 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」—「NumLock」—fOnj (有効）/ FOffJ (無効：初期値) 


ィベント□グ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」—「Set Supervisor Password 」 —パスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ）、 ューザーパスワード ( User ) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I/O ポートに対する設定をする 


「 Advanced」—「Peripheral Configuration 」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced」—「PCI Configuration 」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラポードを取り付ける 

「 Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM 」—「 Enabled 」 
n : PCI ス□ツトの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced」—「Reset Configuration Data 」—「 Yes 」 —再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit) ， 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discard 门 g Changes 」 また 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」 一 rSave Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit 」 一 「Load Custom Defaults 」 
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バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（-224ページ） 

• Advanced メニュー（-^227ページ） 

• Security メニュー（—233ページ） 

• Server メニュー （—237 ページ） 

• Boot メニュー（-245ページ） 

• Exit メニュー（-246ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 





224 シス 亍 A BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （225 ページ参照)。 

Language 

[English] 

Frangais 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 

















ノ、ー ドウエア編 225 


W-O BIOS のノ v ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
■to てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0 °C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings サブ’メニュー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

2260 MHz 


Select 'Yes' , BIOS 





will clear historical 

Processor 1 

CPUID: 

000106 A5 


processor status and 

Processor 1 

L2 Cache: 

1024 KB 


retest all processors 

Processor 1 

L3 Cache: 

8192 KB 


on next boot. 

Processor 2 

CPUID: 

Not Installed 



Active Processor Cores: 

[CTt] 



Hyper-Threading Technology: 

[Enabled] 



Execute Disable Bit: 

[Enabled] 



Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 



Turbo Boost 

Technology: 

CEnabLedD 



Performance/Watt: 

[PowerOptimized] 



Cl Enhanced 

Mode: 

[Enabled] 


Processeor 

C3 Report: 

[ACPI C3] ▼ 


FI Help 

t 4 Select Item 

- /+ Change Values 

F9 Setup Defaults 


Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表爪します 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 1 の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プロセッサ 1 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セッサ 2 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L3 Cache 


プ □ セッサ 2 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プロセッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプロセッサーが搭載された場合にのみ表 
示され、設定できます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をサボートしたプロセッサーが搭載 
された場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

Intel® Turbo Boost Technology 機能の有効 
/ 無効を設定します。 

Performance/Watt 

Traditional 
[Power Optimized] 

Turbo Boost 機能の最適化を設定します 0 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Processor C3 Report 

Disabled 

ACPI C2 
[ACPI C3] 

プロセッサ C3 ステートの設定をします。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

Server Class 

Enterprise 

[HPC] 

Custom 

プロセッサの性能に関する設定をします。 
Enterprise — 省電力で使用する時に設定しま 
す。 

HPC— 高性能で使用する時に設定します。 
Custom — 個別設定を行ラ時に設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します 。 「Server Class 」 メニューを 
“Custom ” に設定すると表示され設定可能 
になります。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設定します。 

LI Data Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

L 1 データのプリフェッチャの有効/無効を設 
定します 。 「Server Class 」 メニューを 
“Custom ” に設定すると表示され設定可能 
になります。 

Data Reuse Optimization 

Disabled 

[Enabled] 

データ再利用の最適化の有効/無効を設定し 
ます 。 「Server Class 」 メニューを 
“Custom ” に設定すると表示され設定可能 
になります。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 P 〇 ST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は [Disabledj に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P 〇 ST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory Error 

[Boot] 

Halt 

POST を実行中、メモリのエラーが発生してい 
る際に POST の終わりで POST をいったん停止 
するかどうかを設定します。 

本設定は、 「 Server 」 メニューの 「POSTError 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されている時に有 
効になります。本項目が 「 Boot 」 に設定されてい 
ても、全てのリソースで縮退が発生している場合 
は POST の終わりで停止します。 


[]： 出荷時の設定 


_"〇 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、 ブー トデバイスの情報 
ita も クリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されている ブー トデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、 ブー トデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory: 

2048 MB 


Enables DIMM sparing 

Available under 4GB: 

2048 MB 


feature- 

CPU1_DIMM1 Status: 

Normal 



CPU1_DIMM2 Status: 

Normal 



CPU1_DIMM3 Status: 

Normal 



CPU1_DIMM4 Status: 

Normal 



CPU2_DIMM1 Status: 

Not Installed 



CPU2_DIMM2 Status: 

Not Installed 



CPU2_DIMM3 Status: 

Not Installed 



CPU2_DIMM4 Status: 

Not Installed 



Memory Retest: 

[No] 



Extended RAM Step: 

[Disabled] 



Memory RAS Mode: 

Clndependent] 

r 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 


4GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

CPU1.DIMM1-4 Status 
CPU2.DIMM1-4 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 
「Not Installed」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「Error」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じ名称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「N0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

T1MB」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1KB」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます。 「Every Location」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ベースキーのみ有効となり <F2>、<F4>、 
<F12>、 く Esc> キーは無視されます。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

LockStep 

本装置ではサボート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

Memory Frequency 

Auto 

800MHz 

1067MHz 

[1333MHz] 

メモリ動作クロックを設定します。 

Memory Voltage 

[Low] 

Normal 

メモリが動作する電圧を設定します。 

Normal を選択すると消費電力が増えますが、 
メモリ動作クロックが上がります。 
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項目 

パラメータ 

説明 

NUMA configuration 

Disabled 

[Enabled] 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 


Additional setup 

► Onboard LAN 1 


menus to configure 

► Onboard LAN 2 


onboard Video 

controller. 

PCI Slot 1Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM: 

[Enabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 2 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
にするが無効にするがを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W-O RA 旧コント□ーラや LAN ポード(ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
卜□ーラで、 0 S がインス!-ールされたハードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN 1/2サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1/2 

Disabled 

オンボード上の LAN1/2 コントローラの有効 


[Enabled] 

/無効を設定します。 

LAN 1/2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の LAN1/2 コントローラの 


Disabled 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上の LAN 1/2のプート方法を設定 


iSCSI 

します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

CEnabLedD 

User configuration 

Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA AHCI: 

[Disabled] 


SATA RAID: 

[Disabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



m 


割り込みベース i / o アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート B のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB2. ◦の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/無効を設定します。 

SATA AHCI 

[Disabled] 

Enabled 

S ATA のネイティブインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface) の有効/無効を表示します。（表示 
のみ） RAID ジャンパを 「RAID 構成有効」に 
設定した時には本メニューも 「Enabled」 と 
なります。 

SATA RAID 

[Disabled] 

Enabled 

R A 1 D ジャンノヽ°の R A 1 D 構成有効/無効を表示 
します（表示のみ)。 

RAID ジャンパについては、 「RAID システム 
の有効化」 （258 ページ）を参照してくださ 
い。 


[]： 出荷時の設定 










232 システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 


Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel(R) l/OAT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel 1/〇アクセラレーシヨンテクノ □ジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Intel(R) VT-d 

Disabled 

[Enabled] 

インテルチップセットが提供する rintel(R) 
Virtualization Technology tor Directed I/O」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

QPI Frequency 

[Auto] 

4.800 GT/s 

5.866 GT/s 

6.400 GT/s 

QPI バススピードを設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W-O Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への電源の供給を停止した場 
合、電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を使用するこ 
とはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してください。電 
源の供給を停止した場合、その後の電源の供給までは電源管理チップ上の 
Wake On Ring 機能が有効となりません。 






















ノ、ー ドウエア編 233 


Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す0 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 


controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente 「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• OS のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「Supervisor」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Enter〉 キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDEA- ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニュー 

Security メニューで 「Security Chip Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security I 


Security Chip ConTiguration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate & Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
「Supervisor Password」 を設定すると選択 
可能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表 
示 • 選択可能です。 


[]： 出荷時の設定 
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「Change TPM State 」 で [No Change ] 以外のパラメータを選択し 、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面が表示されます 。 Supervisor Password を入力すると以下のメッセージ 
が表示されます。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence 

operations 

TPM configuration 

change was requested to 

State: Ena bL e 

S Activate 

Note: 

This action will 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

卜 Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11 ： 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


11 


Select Item 
Select Menu 


- /+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選手尺 
後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

Always Reset 

BSP で FRB レベル2の エラー が発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] に設定すると、タイ厶アウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に〇 S 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンから〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す0 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースポードマネージメントコント 
□ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。電源が再度供 
給されたときのシステムの電源の状態を設 
定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を2◦秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power 〇 n」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネ_ジメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を次 
の表に示しま3。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* P 〇 WER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FR こします〇 


無停電電源装置 （ UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


BIOS のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザ _ ボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 
Address 


標準装備の LAN 1の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 


標準装備の LAN2 の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

マネージメント専用 LAN の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス D を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PI A Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: C19.2K ： 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : [Enabled] 

Remote Console Reset : [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" completely 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら ESMPRO/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末からのダイレ 
クト接続を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセットを有効にするかどうかを選択 
します。 

「ESMPRO/ServerManager」 を使用した管 
理端末からの接続時には、本機能は設定に 
関わらず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


W "0 マネージメント専用 LAN は管理専用の LAN です。その他の LAN として使用す 
Bfai ることはできません。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server | 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 



Display IP Address. 

LAN Connection Type: 

CAuto Negotiation] 



IP Address 

Cl 92.168.001.001 ： 



Subnet Mask 

[255.255.255.000] 



Default Gateway 

[000.000.000.000] 



DHCP: 

[Disabled] 



Web Interface 




HTTP: 

[DisabLed] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[Disabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443 ： 



Command Line Interface 




Telnet: 

[Disabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[Disabled] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「Disabled」 に設定します。 

「Enabled」 に設定すると、 LAN 1を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「Enabled」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 
100Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10Mbps Full Duplex 
10Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[◦◦◦. 〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled] に設 
定します。 

Web Interface 



HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled] に設定してく 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際に使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

— 

— 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter 〉 キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help f' i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[Disabled] 

「Enabled」 に設定するとエラーログエリア 
が Full になつたときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 


Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは<|>キー/ <个〉キー、< + >キー / <-> キー、く 
Home 〉 キー/く End 〉 キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<->:Newer SEL 
<+>:Older SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
て < ださい）。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト rESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を 
行う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 
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Boot 


カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot 


PhoenixBIOS Setup Utility 


USB CDROM: 

IDE CD: 

USB FDC: 

USB KEY: 

IDE HDD: 

USB HDD 

PCI SCSI: (Bus 15 Dev 00) PCI RAID Ad 
PCI BEV: IBA GE Slot 0100 v1353 
PCI BEV: IBA GE Slot 2200 v1353 


〇〇 t メニューが表示されます。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and <—> moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot. 


FI 

Esc 


Help 

Exit 


个 i 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デパイスとして登録されていないデバイス 
起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライプ 

IDE CD 

ATAPI の CD-R 〇 M ドライブ 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライブ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライブ 

USB HDD 

USB ハードディスクドライプ 

PCI SCSI 

本体標準装備のハードディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は rSoftware RAIDJ と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx : 本体標準装備の LAN。「Slot 0100 」が LAN1 、 rStoi2200j 
が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デバイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. < t >キー/<丨 >キーと<十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 丨〉キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting ?」 の確認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


w-O モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
Bfai の項で説明している設定一覧を参照して使用する璟境に合わせた設定に直す 
必要があります。 


Load Custom Defaults 


このメニューを選択して < Ente 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択して < Ente 「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「Load Custom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす。 
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II セツトとク II ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


P-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
Bte まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
Bta の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のクリアジャンパスイッチを操作して行 
います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W-O その他のジャンノ v ° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 



マザーボード 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを抜かずに取り扱わない 


A 注意 

A A 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 产:日:卞音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

Q 


• CMOS のクリア 

1 . 177ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （159 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す。 （178 ページ参照） 

4. CMOS クリア用のジャンパピンの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 


6. 5秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

7. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

8. POST 中にく F 2> キーを押して BIOS セットアツプユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 


• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよう注意してください。 
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• パスワードのクリア 

1 . 177ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （159 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す。 （178 ページ参照） 

4. パスワードクリア用のジャンパピンの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよう注意してください。 

6. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

7. POST 中にく F 2> キーを押して BIOS セットアップユーテイリテイを起動してパス 
ワードを設定し直す。 

8. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチの 
位置を「保持」に戻す。 



割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

LANK VGA 

5 

SM Bus 

17 

PCI 

6 

LAN2 

18 

SATA Controller, PCI 

7 

— 

19 

— 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

— 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用 
して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/134/ 135) による RAID システムの 
使用方法については、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


詞"〇 本体装置のオンポードの RA 旧コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
やオプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/134/ 135) は休 
止状態やスタンバイをサボートしていません。 

休止状態、スタンノ（イへの移行は行わないでください。 


RA 旧について 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 

つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量ハード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) では、1つのディスクグルー 
プを複数の論理ドライブ(パーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらの論 
理ドライブは、〇 S からそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されます。〇 S から 
のアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディスクドライブに対して並行 
して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 







ノ、ー ドウエア編 253 


RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント □— ラ （LSI Embedded MegaRAIDTM ) がサボ—卜する RAID レベルは、 「 RAID 〇」 
「 RAID 1」 「 RAID 10」です。ディスクグループを作成する上で必要となるハードディスクドラ 
イブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認してください。 

3.5 型八ードディスクドライブモデル 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

4 

RAID1 

2 

2" 

RAID 10 

4 

4 


* RAID 1 のディスクグループを 2 組作成す 
る時は 4 台 


2.5 型八ードディスクドライブモデル 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

6 

RAID1 

2 

ざ 

RAID 10 

4 

4 


* RAID 1 のディスクグループを 3 組作成す 
る時は 6 台 



• 各 RAID のレベル詳細は 、 「RAID レベル」 （256 ページ）を参照してくだ 
さい。 

• 2.5 型モデルでハードディスクドライブを5台または6台搭載した場合、 

P 〇 ST や BIOS セットアップでは4台までしか表示されません。 

RAID ユーティリティでは正しく表示されますので、ユーティリティ上 
で確認してください。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本製品にハードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成した構成例です。 
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RAID コント□ーラ 



ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ1 ドライブ2 

(36GB) (36GB) 


DGO 容量 72GB 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図は本製品にハードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成し、そのディスクグループに RAIDO のパーチヤルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例で 
す0 


RAID コント□ーラ 


DGO 容量 72GB 



<-> 

^— . 


^-> 

^- -^ 



VD0-1 

20GB 

__ ノ 


VD0-2 

20GB 

^-„_ - 

VDO (RAID0) 
容量 40GB 


VD1-1 

16GB 


VD1-2 

16GB 

^ 

VD1(RAID0) 
容量 32GB 


ハードディスク 
ドライブ1 
(36GB) 


ハードディスク 
ドライブ2 
(36GB) 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成するハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備のハー 
ドディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) がサポートしている RAD レ 
ベルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded MegaRAID™) がサポートする RAID レベル 
は、 「RAID 〇」 「RAID 1」 「RAID 10」です。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライビング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID1 

ミラーリング 

あり 

ハードディスクドライブが 2 台必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

RAID 10 

RAID 1 のストライビング 

あり 

八ードディスクドライブが 4 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 
x ( ハードディスクドライブ台数 +2) 


「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


_"〇 RA 旧0はデータの冗長性がありません。八ードディスクドライブが故障する 
とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 



、- ノ 


、^ _ _ 


^ -^ 

、_ ノ 

ハード 
テイスク 

ドライブ1 

V ^ _ J 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 

v ^ ^ ノ 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 
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fRAIDlJ について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムを夕'ウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 


- - 


- - 

ハード 


ハード 

テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 


「 RAID 10 」について 


データを2つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ2 

ストライプ3 

ストライプ3 


ストライプ4 


ストライプ4 

ストライプ5 

ストライプ5 

Li 

ストライプ6 


ストライプ6 

L ▲ 

- RAID 1 - 

L A 

- RAID 1 - 


▲ ▲ 

- RAID 0 - 
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オンポードの RA 旧コント ロー ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD lM ) を使用して、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

八ードディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数以上のハードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「ハードディスクドライブ」 （179 ページ）を参照してくだ 
さい。 


w-O 取り付けるハードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
しヽ。また、 RA 旧1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取り付けたハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID システムの 
ハードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設定を変更してください。 



BT 〇で RAID システムを構築した状態で出荷されている場合は、 RAID システム 
が有効に設定されています。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを抜かずに取り扱わない 
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A 注意 


AA 

AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 
声:日:す章 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 177ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （177 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （178 ページ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （198 ページ参照)。 

5. ジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

6. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内 
蔵ハードディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識 
させることができます。 

<マザーボードおよびバックプレーンのジャンパ設定〉 

以下のジャンパピン設定となるよう確認および設定変更を行ってください。 

• マザーポード上のジャンパピン (SATA_RAID) 

SW-RAID 設定ジャンパ 

12 3 

imol 

有効 (1-2) 

• バックプレーンポード (J3) 

コントローラ設定ジャンパ 

3 〇" 

1 

マザーポード （1-2) 


設定を変更した6、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構 
築します。詳しくは、 「RAID システムのコンフィグレーション」 （252 ページ）を参 
照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使用すると自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペ 
レーティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペ 
レーティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができ 
ます。 
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7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Peripheral Configuration」-「SATA 
Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」- 
「Peripheral Configuration」-「SATA RAID 」 を 「 Enabled 」 に設定する 
(230 ページ参照)。 

出荷時の設定では 「SATA Controller Mode Option 」 は 「 Enhanced 」 に 、 「SATA 
RAID 」 は 「 Enabled 」 に設定されていますので、正しく設定されていることを確認 
してください。 
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RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAD ™) の管理ユー ティ リ ティは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です 0 



HE37FI 


このコンフイグレーシヨンユーテイリテイは本装置でサボートしている 
ESMPRO / ServerManager のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 


1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 < Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 
Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 

2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl >+< M > キーを押す。 

Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utilit 


ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


胃^ く Ctrl >+< M > キーを押し忘れてしまったり、以下の画面が表示されずに進んで 
しまつた場合は、再起動してく Ctrl >+< M > キーを押してください。 


MegaRAID Configuration Utility TOP メニュー （Management Menu) 画面 

LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （262 ページ）と「操作手順」 （264 ペー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの丁〇 P メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l >+< Alt >+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニューツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

OEasy Configuration 

Configuration の設定(固定値使用） 

ONew Conriguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

OSelect Boot Drive 

起動するパーチャルドライプを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□—ラ設定 

◊Sel. Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on ： Error 

Yes 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルライプの選択(複数バーチャルドライプが存在） 

◊Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

OCheck Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チエック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

• RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

バーチャルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

• #Stripes 

バーチャルドライプを構成しているハードディスクドライプ 
数を表示 

• State 

バーチャルドライプの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライプの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 

OForce Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

OForce Offline 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライプ情報の表示 

• Device Type 

デバイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

• Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チェック 
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操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu) より、 「 Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


• 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 

■to フィグレーション情報がクリアされます。既存のコンフィグレーション 

情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 ではバーチャルドライブ容量の設定ができませ 
ん 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add Configuration 」 で作成 
してください。 
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3. 確認のメッセージ ( Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スぺ一 
スキーを押す。 


ハードディスクドライブが選択されます（選択ハードディスクドライブの表示が 
「READY」 から 「ONLIN」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



5. く FI ◦> キーを押して 、 Select Configurable Array ⑻を設定する。 

6. スペースキーを押す。 

SPAN-1 が設定されます。 


Select Configurable Array(s) 


— A-0 — 
SPAN-1 
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7. < F 1 0>キーを押してノ（ーチャルドライブの作成を行う。 

「Virtual Drives ConfigureJ 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
ブ2台、 RAD1 を例にしています） 

- Virtual Drives Conngured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual Drive 。 - 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 

8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Ente 「> キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

RAID0 

1 

RAID1 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだハードディスクドライブの数によって選択可能な RAID レベル 
が変わります。 

(2) rSizeJ :バーチャルドライブのサイズを指定します。オンボードの RAID コント 

□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3) 「DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライト スルー 

On* 1 

ライトバック 


* 1 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ronj としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでご注意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ50%以下に低下します。 

(4)「 RA」 ： Read Ahead の設定を行います0 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On* 1 

先読みを行う 


* 1 推奨設定 
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(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAIXNXIO* 1 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行ラ 


* 1 推奨設定 

SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成します。 


SPAN 


RAID1 


RAID1 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチヤルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチヤルド 
ライブが表示されます。 


10.バーチャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?] 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する 0 


〇〇 1 ^ 91 ^碰 1 〇门がセーブされます。 


11 . Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects」 ― 「Virtual Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する 0 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うバーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 


15. パーチヤルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 


実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive Progress 』 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのバーチャルドライブに対して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （270 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 
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謂_〇 • コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実 
行してください。 

• コンフィグレーション作成後、1回目の整合性チェックでは不整合を検 
出 • 修正する場合がありますが問題ありません。 


マニュアルリビルド 



1 . 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペースキー 
で選択する。（複数のハードディスクドライブを選択可能(同時 1 J ビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAIL ” の表示が点滅します。 

5. ハードディスクドライブの選択が完了したら、く F 1 0>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になった 6 リビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用のハードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する 0 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホットスペアの設定を取り消すには、 「Objects」—「PhysicalDrive」 

民エック I — 「Port#X」—「Force Offline」 を選択します。 

• ホットスペア用ハードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号が小さい八ードディスクドライブがら順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チヱック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する 0 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行うバーチャルドライブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 

6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 
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_"〇 コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
BM ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「Configure」— 

「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コン 
トローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コントローラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


^ • RAID コントローラと ハー ドディスクドライプのコンフィグレーション 

民エック I 情報が異なる場合、 （ RAID コント□ーラ不具合による交換時以外 ) RAID 

コント□ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 「Clear Configuration 」 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 

ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects」—「Physical Drive 」— ハードディスクドライブ選択 —「 Force 〇 nlinej 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 rObjects ] ^ TAdapter ] ^ TSel . Adapter」—「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定可能。デフォルト値(設定推奨値)30%。 

(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」— ハードディスクドライブ選択 — 
「Drive Properties 」 を選択。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペ レーティング システム起動後 、 LSI Embedded MegaRAD TM の コン フィ グレー シヨン、 
および、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります 。 LSI 
Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点に 
ついて説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なり 
ます。 

以下の表をもとに読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RA 旧ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAD コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライプ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID Utility が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID Utility Ver2.3 ユーザーズ ガイドを参照して くださし、。 


管理番号の差分について 

RAID コント ローラの各情報の番号は 、 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal 
RAID Utility では表示が異なります。以下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility Ve 「2.3 ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID 
Utility 

Adapte 「 (RAID コント ローラ ) 

◦から始まる数字 

1 がら始まる数字 

Virtual Disk (論理ドライブ） 

〇から始まる数字 

1 から始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

◦から始まる数字 

1 がら始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

◦から始まる数字 

1 がら始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 ( Rate ) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト□—ル 
リード、整合性チェック）の優先度を数値で設定、表示しますが 、 Universal RAID Utility は、 
高、中、低の3つのレベルで設定、表示します。以下の対応表を参照してください。優先度と 
は RAID コントローラが処理中のプロセスに対してバックグランドタスクの処理が占める割合 
を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値(％) 

Universal RAID Utility で 
表示される値 


15〜100 

高 ( High ) 

リビルド優先度 

8-14 

中 ( Middle ) 


0-7 

低 ( Low ) 


15〜1〇〇 

高 ( High ) 

パト□ールリード優先度 

8-14 

中 ( Middle ) 


0-7 

低 ( Low ) 


15〜1〇〇 

高 ( High ) 

整合性チェック優先度 

8-14 

中 ( Middle ) 


0-7 

低 ( Low ) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility の 
設定値 

LSI Software RAID 
Configuration Utility で 
表示される値(％) 


高 ( High ) 

20 

リビルド優先度 

中 ( Middle ) 

10 


低 ( Low ) 

5 


高 ( High ) 

20 

パトロールリード優先度 

中 ( Middle ) 

10 


低 ( Low ) 

5 


高 ( High ) 

20 

整合性チェック優先度 

中 ( Middle ) 

10 


低 ( Low ) 

5 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設定できますが、 Universal RAID Utility では設定でき 
ません。 

• Universal RAID Utility は、初期化処理 ( フルイニシャライズ ) の優先度が設 
定できますが、本製品では未サボートのため設定できません。 
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